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〒851-2204 長崎市三重町１０９８番地１  

業務時間  平日8：45～17：30 

電話 095-850-1111  

FAX 095-840-1001          

三重地域センター管内人口 19,600人(男 9,511人 女 10,089人) 8,591世帯(令和7年6月末現在)  

 命を守る行動を！ ～子供を守るネットワーク強調月間パトロール～ 
 7月の子どもを守るネットワーク強調月間に合わせて、6月

22日畝刈小学校区では、保護者をはじめ地域の方々や

関係団体が参加し、子ども達と一緒に1000人パトロー

ルを実施。地域の方々が寄り添って歩き、上級生が下級

生に危険箇所を教える様子に子ども達の意識の高さを感じました。 

 ６月２6日、三重小学校区では、まず、

日頃から校区内の交差点や校門前な

ど交通量の多い場所で立哨されている交通指導員会の皆さんが、改めて対面し

自己紹介。登校する子ども達はいつも元気よく挨拶をしています。この日の集団

下校でも、多くの地域の方々が見守る中、子ども達は笑顔で帰宅していました。     

 鳴見台小学校区では、同校区コミュニティ協議会

が毎月の防犯パトロールを実施しています。７月５

日は育成協議会をはじめ近隣自治会から約６０名

が参加し、豊洋台２丁目あおぞら公園から二手に分かれてパト

ロールが行われました。参加した方々は、パトロールに併せ

て、SNS「ピリカ」を利用しながらごみ拾いを行い、環境美化

にも貢献されました。また、パトロールに先立ち、子ども達が

きれいで安心して遊べるよう、早朝からあおぞら公園内の草刈りも行われました。 

 大先輩たちからのプレゼント‼ ～ペーロンのライフジャケットが寄贈されました～ 
 三重中学校では、生徒のペーロン

体験に取り組んでおり、三重地区

ペーロン大会には中学校チームや自

治会チームで生徒が参加するなど、

伝統の継承に繋がっています。乗船

の際に安全のために着用するライフ

ジャケットは、長年の使用で傷んでしまい、他所から借りて使用している状況でした。そのような中、三重中学校

同窓会（辻郷英樹会長）より、後輩たちの安心安全と伝統継承を願い、新品のライフジャケット

90着が寄贈されることになりました。６月１８日の贈呈式では、会長をはじめ、会員の森口純一

様、井川義英様、石松春子様より、生徒会役員にピカピカのライフジャケットが手渡されました。 

 ６月２９日に行われた体験ペーロンで

は、３年生がさっそく新しいライフジャ

ケットを着用して乗船。三重港内は頼も

しいかけ声が響きわたり、真剣な表情で

力強く漕ぐ生徒たちの様子に保護者の

方々も成長を感じたのではないでしょうか。卒業生の方々も嬉しそうに、優しい眼差しで見守っていました。先

輩方の温かな思いに守られて、生徒の皆さんは地域の中でとても大切にされていることが感じられました。 



◆SNSでも情報発信しています！ 

◆地域活動や行事、地域の魅力などの

情報がありましたらお知らせください‼ 

ホームページ X  Facebook 

 

  

  

 

 

じょうずにできたね！ たのしかったね‼  

馬場老人クラブ・長寿会が時津警察署による防犯講話会を企画実施 
 ６月１６日馬場老人クラブ・長寿会では、自主的に時

津警察署職員による詐欺被害防止に関する防犯講

話を企画実施。会員の皆様は被害に遭わないよう、

さらに防犯意識を高めあっておられました。 

 近年、ニセ電話詐欺の手口が巧妙化し、オレオレ詐

欺以外にも還付金詐欺や架空料金請求詐欺など、い

ろいろな手段で現金等をだましとられる被害が多発

しています。また、国際ロマンス詐欺や投資詐欺など

SNSを通じた詐欺にも警戒が必要です。 

 世代を問わず、誰でも被害に遭う恐れがあります。

被害に遭ってしまうと、大変つらく悲しい思いをする

ことになります。不審な電話やメールは詐欺を疑い、

必ず誰かに相談するようにしましょう。 

 ご親族やご近所の方同士で、詐欺被害に警戒する

よう、お声掛けをお願いします。 

   ↑ 笑顔が素敵な長寿会の皆様。防犯意識が高まっています！ ↑ 

 三重保育園（長殿章弘園長）では田植え体験を行事に取り入

れています。６月１７日、さくら組さん１１人のほか、鍛冶屋町に

ある慈光保育園のおともだち12人も参加し、三重川そばの水

田で田植え作業が行われました。地域の方々も参加し作業をサ

ポート。お米が育つまでの説明に子ども達は興味津々で目を

輝かせていました。最初は恐る恐る田んぼに足を踏み入れ、地

域の方に植え方を教えてもらっていた子ども達でしたが、慣れ

るにつれてみるみる上達しスピードアップ！それぞれの園の

子ども達同士が協力して作業を行う場面も見られました。

うっかり尻もちをついてしまっても、泥んこまみれになっ

ても、子ども達は笑顔で元気いっぱい。蒸し暑い中の作業

でしたが、自然とのふれあいを全身で楽しんでいました。

慈光保育園の子ども達は川を泳ぐ鴨や田んぼの生き物に

も大歓声。このような貴重な経験と楽しい思い出は、子ども達の豊か

な心を育み、生きる力が培われることと思います。 


